
 

 
 

 

 

 明けましておめでとうございます。昨年は、感染症の猛威にさらされた１年でした。新たに始まった令和３年では、「そ

んなこともあったね」と皆さんと懐かしく回顧できることを願いながら、日々 の教育活動の安全性と充実に励んでいきたい

と思っています。 

学校評価アンケート 
さて１１月下旬に第２回目の学校評価アンケートを実施しました。今回は、子供たちが頑張っている面と課題のある面に

ついて紹介します。 

上の表は第１回目の学校評価アンケートよりも改善の兆しが見受けられた質問の表（番号１～５）です。 
２学期は、通常の活動がある程度可能となり学校や家庭での子供たちの取組の充実が図られ、子供たちは仲間と協力して

創り上げる大切さや自らめあてをもって学習に臨むよさを実感できたのではないかと思われます。前回以上に釜ヶ渕の子供
たちが、仲間とよりよく関わろうとする面や前向きに学習に取り組もうとする面が垣間見ることができます。今後も子供へ
の励ましやご支援をよろしくお願いします。 

上の表は、今後の課題として感じられた質問の表（番号6～9）です。 

番号6は、健やかな成長を支える自己肯定感に関する質問です。自己肯定感は、子供が自分のよさを捉え、伸ばしてい

く上で重要な資質と言えます。２学期は、運動集会や学習発表会等様々 な場面で自分のよさを捉える機会が恵まれていた

にもかかわらず、このような結果となってしまったのは、他者との比較により評価する機会が多かったことや自分の理想

と現実のギャップに悩んでいたために、十分に力を発揮できなかったと感じた子供たちが多くいたのではないかと思われ

ます。子供たちが自分のよさを実感できるように子供に寄り添い、励まし、指導し、子供自身が満足できる取組ができる

ように励んでいきたいと考えています。 

番号 7、8、9 は、前回の調査でも課題として挙がっていた質問です。「家族で決めたゲームの時間をなかなか守ること

が難しい」「自分で計画を立てて学習することが苦手」「読書の習慣が定着しにくい」などの３つの状況を踏まえると、自

分の生活時間を管理する力の育成を今後図っていく必要があると考えています。３学期ではゲームやパソコン、SNS 等の

使用の仕方について、保護者対象の教育講座や上学年児童対象の授業を計画しています。今後も保護者・地域の皆様と連

携を図り、家庭における子供たちの生活の在り方について情報交換をしながら、家庭での時間の使い方について、共に考

えていきたいと願っています。ご協力の程、よろしくお願いします。 

２学期 1学期 

番
号 

項目 質問 
そう 
思う 

思う 
あまり 

思わない 

思わ 
ない 

そう 
思う 

思う 
あまり 

思わない 
思わ 
ない 

１ やさし
く 

相手の気持ちを考えて行動している。 61% 35% 4% 0% 47% 47% 6% 0% 

２ 
やさし
く 

困っている人がいたら助けるようにしている 61% 38% 1% 0% 71% 22% 6% 1% 

３ 
かしこ
く 

一週間に６日以上プラス１学習をしている。 63% 25% 6% 6% 53% 32% 7% 8% 

４ 
かしこ
く 

何をすればよいのかわかって学習に取り組んで
いる。 

44% 48% 8% 0% 53% 35% 11% 1% 

５ 
かしこ
く 

学校で学んだことは学校生活や大人になったと
きに役立つと思う。 

85% 11% 4% 0% 78% 18% 3% 1% 

２学期 １学期 

番
号 

項目 質問 
そう 
思う 

思う 
あまり 

思わない 

思わ 
ない 

そう 
思う 

思う 
あまり 

思わない 
思わ 
ない 

6 
やさし
く 

自分にはよいところがあると思う。 42% 38% 13% 7% 49% 37% 8% 6% 

7 生活 
遊びで使うゲームやパソコン等のメディアは家族で決め
た時間を守って使っている。 

46% 35% 13% 6% 54% 28% 13% 6% 

8 生活 家で自分で計画を立てて学習している。 39% 39% 15% 6% 42% 43% 11% 4% 

9 生活 学校以外に、読書をする習慣がある。 36% 38% 18% 8% 37% 33% 22% 8% 
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